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主
体
と
な
り
中
南
和
広
域
観
光
協

議
会
を
運
営
し
て
い
る
。
昨
年
度

は
緊
急
雇
用
の
補
助
金
を
活
用
し
、

中
南
和
全
体
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
等
や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
中
南
和
地
域

全
体
で
の
観
光
宣
伝
に
取
り
組
み

た
い
。
ま
た
、
奈
良
地
域
か
ら
飛

鳥
地
域
へ
の
誘
導
が
肝
要
と
考
え

て
お
り
、
今
後
一
層
地
域
と
密
接

な
関
係
を
築
い
て
い
く
取
り
組
み

が
重
要
と
考
え
る
。

大
阪
観
光
局
発
表
の
デ
ー
タ

で
は
、
昨
年
大
阪
府
を
訪
れ
た
外

国
人
観
光
客
は
、
前
年
比
で
29
．

１
％
増
の
２
６
２
万
人
で
、
調
査

開
始
以
降
最
多
で
、
２
０
１
４
年

に
は
３
０
０
万
人
と
予
測
し
て
い

る
。
昨
年
外
国
人
観
光
客
が
大
阪

で
使
っ
た
金
の
推
計
は
、
年
間
１
，

８
５
１
億
円
、
１
日
当
た
り
５
億

７
１
２
万
円
、
１
人
当
た
り
７
万

６
０
０
円
で
あ
る
。
外
国
人
観
光

客
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
は
必

要
不
可
欠
だ
と
思
う
が
、
現
段
階

に
お
け
る
本
市
の
外
国
人
観
光
客

誘
致
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

本
年
度
、
観
光
ガ
イ
ド
を
８

年
ぶ
り
全
面
的
に
改
訂
す
る
予
定

で
、
案
内
説
明
の
要
素
よ
り
も
、

市
外
、
県
外
で
の
観
光
宣
伝
に
目

的
を
絞
り
込
ん
だ
も
の
に
す
る
予

定
で
あ
る
。
観
光
ガ
イ
ド
を
一
新

し
た
上
で
、
英
語
、
中
国
語
、
ハ

ン
グ
ル
に
翻
訳
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
促
進
に
活
用
し
た
い
。
さ
ら
に

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
面

白
い
内
容
に
し
、
食
や
宿
泊
に
関

す
る
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
た
い
。

外
国
人
観
光
客
の
情
報
源
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
あ
り
、
特
に
同
国
人
の
体
験
紀

行
等
を
参
考
に
す
る
と
言
わ
れ
て

お
り
情
報
発
信
は
非
常
に
有
効
な

手
段
と
考
え
て
い
る
。

橿
原
・
高
取
も
含
め
明
日
香

村
を
中
心
に
、
農
家
民
泊
型
の
修

学
旅
行
誘
致
を
商
工
会
ベ
ー
ス
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
修
学
旅
行

の
１
／
５
は
海
外
の
学
校
か
ら
で
、

昨
年
度
だ
け
で
も
５
０
０
人
位
の

学
生
が
来
て
い
る
。
最
近
市
内
の

小
学
校
で
、
ア
メ
リ
カ
人
の
学
生

と
日
本
の
学
生
が
交
流
し
た
と
の

新
聞
報
道
も
あ
っ
た
が
、
教
育
旅

行
に
お
け
る
外
国
人
と
の
触
れ
合

い
に
よ
っ
て
も
た
ら
せ
る
効
果
に

つ
い
て
教
育
長
の
考
え
は
。

教
育
制
度
は
徐
々
に
変
わ
っ

て
い
る
。
小
学
校
５
・
６
年
生
に

英
語
の
時
間
を
週
１
時
間
設
け
て

い
る
。
こ
の
枠
が
広
が
る
計
画
で

３
年
生
位
か
ら
英
語
が
導
入
さ
れ

る
見
通
し
で
あ
る
。
国
際
社
会
を

見
据
え
、
小
さ
い
と
き
か
ら
外
国

人
と
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
は
意
義
が
あ
り
、
授
業
だ
け
で

は
満
た
せ
な
い
刺
激
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
。

当
初
は
、
教
育
目
的
の
修
学

旅
行
で
あ
る
が
、
将
来
の
観
光
に

繋
げ
る
た
め
、
地
域
一
帯
と
し
て

盛
り
上
げ
支
援
す
べ
き
で
は
。

飛
鳥
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

議
会
が
国
内
外
の
教
育
観
光
の
誘

致
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
と

し
て
、
年
間
宿
泊
数
の
増
加
を
目

指
す
取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
増
加
が
予
想
さ
れ
る
教
育

旅
行
受
け
入
れ
の
た
め
、
周
辺
市

町
村
や
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

を
図
り
事
業
発
展
に
努
め
た
い
。

経
済
効
果
は
大
事
で
、
本
来
、

訪
問
さ
れ
た
地
域
で
消
費
し
て
い

た
だ
く
べ
き
だ
が
取
り
損
ね
が
あ

る
と
分
析
し
、
具
体
的
に
防
止
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
市
が
あ
る
。

漏
れ
を
最
小
限
に
防
ぎ
な
が
ら
マ

ネ
ー
の
域
内
循
環
を
高
め
る
観
光

政
策
を
進
め
る
た
め
の
産
業
連
関

表
分
析
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

橿
原
飛
鳥
地
域
で
は
、
観
光

客
の
来
訪
が
消
費
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
地

域
の
構
造
的
な
問
題
も
あ
り
、
一

朝
一
夕
に
解
決
す
る
の
は
難
し
い
。

年
間
を
通
じ
て
人
が
集
ま
る
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
他
の
自
治
体
と
協
力
し

て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
い
。

岐
阜
県
高
山
市
は
、
い
ち
早

く
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
取
り
組

み
、
平
成
７
年
度
２
万
３
千
人
で

あ
っ
た
外
国
人
観
光
客
を
、
26
年

度
に
は
年
間
30
万
人
を
目
標
と
し

て
い
る
。
戦
略
と
し
て
は
、
外
国

人
観
光
客
が
１
人
で
も
迷
わ
な
い

よ
う
に
言
葉
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

徹
底
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案
内

サ
イ
ト
は
11
カ
国
語
で
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
役
所
内
部
に
、

高
山
市
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
、

観
光
庁
に
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど

交
流
を
熱
心
に
行
い
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
戦
略
は
非
常
に
大
事
と
思
う
が

市
長
の
考
え
は
。

本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高

く
交
通
の
便
も
良
い
、
関
空
か
ら

橿
原
へ
入
り
そ
し
て
広
が
っ
て
い

く
と
い
う
ハ
ブ
化
は
、
観
光
だ
け

で
な
く
、
企
業
、
人
材
、
投
資
も

含
め
、
利
用
で
き
る
と
考
え
る
。

内
閣
府
の
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事

業
の
中
の
１
つ
に
県
立
医
科
大
学

と
連
携
す
る
健
康
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
あ
り
、
海
外
か
ら
来
ら
れ

た
方
の
病
気
治
療
も
そ
の
メ
ニ
ュ

ー
に
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
力
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
と

思
う
。
本
市
の
利
便
性
を
こ
れ
か

ら
も
充
実
さ
せ
た
い
。

平
成
25
年
９
月
議
会
で
、
生

物
多
様
性
の
ま
ち
づ
く
り
を
質
問

し
、「
戦
略
の
柱
と
し
て
、
観
光

に
直
結
す
る
食
と
農
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
、
さ
ら
に
教
育
効
果
も
あ

る
」
と
指
摘
し
、「
広
域
で
考
え

て
い
く
べ
き
か
ど
う
か
も
含
め
検

討
し
た
い
」
と
の
答
弁
を
も
ら
っ

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

生
物
多
様
性
は
行
政
界
で
区

切
っ
て
考
え
る
も
の
で
は
な
く
、

山
や
河
川
の
流
域
を
考
慮
し
自
然

条
件
が
同
様
の
地
域
で
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
明
日
香
村
、
高

取
町
、
橿
原
市
の
「
あ
た
か
」
で

構
成
さ
れ
る
飛
鳥
広
域
の
エ
リ
ア

で
、
観
光
、
教
育
、
産
業
振
興
の

効
果
を
踏
ま
え
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
本
市
が
中
心
と
な

り
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

生
物
多
様
性
の
戦
略
を
作
る

に
当
た
り
、
観
光
、
産
業
振
興
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
中
、
行
政
の
縦

割
り
を
、
ど
の
よ
う
に
越
え
る
の

か
が
課
題
と
な
る
と
思
う
が
。

関
係
部
局
間
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
主
と
な
る
組
織
を
新
し
く

立
ち
上
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

食
と
農
の
関
係
に
は
、
女
性

市議会190-7.indd   18市議会190-7.indd   18 14/08/12   11:2914/08/12   11:29


